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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　しごき型ポンプを有する血液浄化装置に取り付けられ、前記しごき型ポンプによって所
定方向にしごかれて送液可能なポンプチューブを保持した取付部材において、
　前記血液浄化装置の所定位置に取り付け可能とされるとともに、前記血液浄化装置の取
り付け面に対して所定角度傾斜した傾斜面を有する本体部と、
　前記本体部に取り付けられ、前記ポンプチューブを保持する保持部と、
を具備するとともに、前記保持部は、前記本体部の前記傾斜面上に取り付けられ、前記し
ごき型ポンプに対する前記ポンプチューブの取付方向に向かって前記ポンプチューブを傾
斜させつつ保持したことを特徴とする取付部材。
【請求項２】
　前記保持部は、前記ポンプチューブのコネクタを傾斜した状態で保持したことを特徴と
する請求項１記載の取付部材。
【請求項３】
　前記保持部は、前記コネクタを嵌合して固定する保持溝を有することを特徴とする請求
項２記載の取付部材。
【請求項４】
　前記保持部は、前記ポンプチューブが前記本体部の底面に対して所定角度傾斜して延設
可能とすることを特徴とする請求項１～３の何れか１つに記載の取付部材。
【請求項５】
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　前記保持部は、前記ポンプチューブの前記しごき型ポンプに対する取り付け時又は取り
外し時に生じる負荷によって変位可能とされることを特徴とする請求項１～４の何れか１
つに記載の取付部材。
【請求項６】
　前記保持部は、前記血液浄化装置が具備する係止部材に係止可能な被係止部を有し、前
記被係止部を前記係止部材に係止させることにより前記ポンプチューブを前記しごき型ポ
ンプに取り付け可能とされるとともに、前記被係止部が前記係止部材に係止した状態で当
該係止部材を移動させることにより前記ポンプチューブを前記しごき型ポンプから取り外
し可能とされることを特徴とする請求項１～５の何れか１つに記載の取付部材。
【請求項７】
　請求項１～６の何れか１つに記載の前記ポンプチューブに接続された、血液を体外循環
させる血液回路、前記血液回路に補液を導入する流路、又は前記血液回路に接続された血
液浄化器に透析液を導入若しくは当該血液浄化器の排液を排出する流路から成る血液浄化
用回路。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、しごき型ポンプを有する血液浄化装置に取り付けられ、しごき型ポンプによ
って所定方向にしごかれて送液可能なポンプチューブを保持した取付部材に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、透析治療を行うための血液浄化装置は、患者の血液を体外循環させるための血
液回路を構成する動脈側血液回路及び静脈側血液回路と、血液回路にて体外循環する血液
を浄化するための血液浄化手段と、血液回路及び血液浄化手段にて血液浄化治療させるた
めの血液ポンプ等の種々の治療器具が取り付けられている、そして、動脈側穿刺針及び静
脈側穿刺針を患者に穿刺した後、血液ポンプを駆動させることにより、患者の血液が動脈
側血液回路及び静脈側血液回路を流動することとなり、その流動過程において血液浄化手
段にて血液浄化されるようになっている。
【０００３】
　また、血液浄化装置は、補液や排液等を送液するための複数のしごき型ポンプを有する
ものがあり、これらしごき型ポンプにそれぞれポンプチューブを取り付けることにより、
種々液体を送液可能とされたものが提案されている。従来、例えば特許文献１には、血液
浄化装置に配設されたしごき型ポンプにそれぞれ取り付け可能なポンプチューブを複数有
するとともに、血液浄化装置の所定位置に取り付けられる取付部材について開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－７３８４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の取付部材においては、ポンプチューブがその製造過程或いは
搬送過程等で変形してしまう虞があり、例えばポンプチューブのしごき型ポンプに対する
取り付け方向とは逆向きに変形している場合、そのようなポンプチューブのしごき型ポン
プに対する取り付け作業や取り外し作業が困難となってしまうという不具合がある。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、ポンプチューブの変形に関わらず
ポンプチューブのしごき型ポンプに対する取り付け作業や取り外し作業を円滑に行わせる
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ことができる取付部材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明は、しごき型ポンプを有する血液浄化装置に取り付けられ、前記し
ごき型ポンプによって所定方向にしごかれて送液可能なポンプチューブを保持した取付部
材において、前記血液浄化装置の所定位置に取り付け可能とされるとともに、前記血液浄
化装置の取り付け面に対して所定角度傾斜した傾斜面を有する本体部と、前記本体部に取
り付けられ、前記ポンプチューブを保持する保持部とを具備するとともに、前記保持部は
、前記本体部の前記傾斜面上に取り付けられ、前記しごき型ポンプに対する前記ポンプチ
ューブの取付方向に向かって前記ポンプチューブを傾斜させつつ保持したことを特徴とす
る。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の取付部材において、前記保持部は、前記ポンプ
チューブのコネクタを傾斜した状態で保持したことを特徴とする。
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の取付部材において、前記保持部は、前記コネク
タを嵌合して固定する保持溝を有することを特徴とする。
　請求項４記載の発明は、請求項１～３の何れか１つに記載の取付部材において、前記保
持部は、前記ポンプチューブが前記本体部の底面に対して所定角度傾斜して延設可能とす
ることを特徴とする。
【０００９】
　請求項５記載の発明は、請求項１～４の何れか１つに記載の取付部材において、前記保
持部は、前記ポンプチューブの前記しごき型ポンプに対する取り付け時又は取り外し時に
生じる負荷によって変位可能とされることを特徴とする。
【００１０】
　請求項６記載の発明は、請求項１～５の何れか１つに記載の取付部材において、前記保
持部は、前記血液浄化装置が具備する係止部材に係止可能な被係止部を有し、前記被係止
部を前記係止部材に係止させることにより前記ポンプチューブを前記しごき型ポンプに取
り付け可能とされるとともに、前記被係止部が前記係止部材に係止した状態で当該係止部
材を移動させることにより前記ポンプチューブを前記しごき型ポンプから取り外し可能と
されることを特徴とする。
【００１１】
　請求項７記載の発明は、請求項１～６の何れか１つに記載の前記ポンプチューブに接続
された、血液を体外循環させる血液回路、前記血液回路に補液を導入する流路、又は前記
血液回路に接続された血液浄化器に透析液を導入若しくは当該血液浄化器の排液を排出す
る流路から成る血液浄化用回路である。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１の発明によれば、血液浄化装置の所定位置に取り付け可能な本体部と、本体部
に取り付けられ、ポンプチューブを保持する保持部とを具備するとともに、保持部は、し
ごき型ポンプに対する前記ポンプチューブの取付方向に向かってポンプチューブを傾斜さ
せつつ保持したので、ポンプチューブの変形に関わらずポンプチューブのしごき型ポンプ
に対する取り付け作業や取り外し作業を円滑に行わせることができる。
【００１３】
　請求項２の発明によれば、保持部は、ポンプチューブのコネクタを傾斜した状態で保持
したので、ポンプチューブを確実に傾斜させつつ保持させることができる。
【００１４】
　請求項５の発明によれば、保持部は、ポンプチューブのしごき型ポンプに対する取り付
け時又は取り外し時に生じる負荷によって変位可能とされるので、しごき型ポンプに対す
るポンプチューブの取り付け作業又は取り外し作業をより一層安定して行わせることがで
きる。
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【００１５】
　請求項６の発明によれば、保持部は、血液浄化装置が具備する係止部材に係止可能な被
係止部を有し、被係止部を係止部材に係止させることによりポンプチューブをしごき型ポ
ンプに取り付け可能とされるとともに、被係止部が係止部材に係止した状態で当該係止部
材を移動させることによりポンプチューブをしごき型ポンプから取り外し可能とされるの
で、しごき型ポンプに対するポンプチューブの取り付け作業又は取り外し作業の自動化を
容易に図ることができる。
【００１６】
　請求項７の発明によれば、請求項１～６の効果を有する血液浄化用回路を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に係る取付部材が取り付けられた状態を示す血液浄化装置を示
す全体模式図
【図２】同取付部材が取り付けられる前の状態の血液浄化装置を示す全体模式図
【図３】同取付部材のポンプチューブが取り付けられる前の状態のしごき型ポンプを示す
拡大図
【図４】同血液浄化装置に取付部材が係止された状態を示す拡大図
【図５】同血液浄化装置のしごき型ポンプにポンプチューブを取り付ける過程を示す模式
図であって、（ａ）係止部材の移動前の状態（ｂ）係止部材の移動後であってローディン
グ前の状態（ｃ）ローディング後の状態を示す図
【図６】同血液浄化装置のしごき型ポンプからポンプチューブを取り外す過程を示す模式
図であって、（ａ）係止部材の移動前の状態（ｂ）係止部材の移動後であってアンローデ
ィング前の状態（ｃ）アンローディング後の状態を示す図
【図７】本実施形態に係る取付部材を示す斜視図
【図８】同取付部材を示す正面図
【図９】図８におけるＩＸ－ＩＸ線断面図
【図１０】図８におけるＸ－Ｘ線断面図
【図１１】同取付部材の保持部にポンプチューブを保持させた状態を示す斜視図
【図１２】同ポンプチューブを保持させた取付部材を示す正面図
【図１３】同ポンプチューブを保持させた取付部材を示す側面図
【図１４】同取付部材における保持部を折り曲げる前の状態を示す３面図
【図１５】同取付部材における保持部の被係止部に係止部材を係止させた状態、及び係止
部材で押圧した状態を示す模式図
【図１６】同取付部材における保持部が本体部に対して揺動した状態を示す模式図
【図１７】同取付部材を血液浄化装置に取り付けた状態であって血液浄化治療を説明する
ための模式図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら具体的に説明する。
　本実施形態に係る取付部材は、しごき型ポンプを有する血液浄化装置に取り付けられ、
しごき型ポンプによって所定方向にしごかれて送液可能なポンプチューブを保持したもの
で、図１～１３に示すように、血液浄化装置Ｂの所定位置に取り付け可能な本体部２と、
本体部２に取り付けられ、ポンプチューブＣを保持する保持部３とを具備している。
【００１９】
　かかる取付部材１は、図１４に示すように、本体部２及び保持部３が一体的に形成され
た樹脂成形品から成り、本体部２及び保持部３の境界線に沿って形成された折り曲げ部Ｋ
を折り曲げることにより、図７に示すように、本体部２の正面側に保持部３が取り付けら
れた状態とされている。なお、折り曲げ部Ｋは、ミシン目等が形成されており、本体部２
に対する保持部３の折り曲げが容易とされている。
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【００２０】
　本実施形態に係る本体部２は、図７～１３に示すように、矩形状の樹脂成形部から成り
、その両側位置に形成されて本体部２の底面（所定位置Ｂａに対する取り付け面）に対し
て所定角度α傾斜した傾斜面２ａと、本体部２の中央位置であって左右の傾斜面２ａの間
に位置する中央部２ｂとを有して構成されている。すなわち、本体部２の中央に中央部２
ｂが形成されるとともに、その中央部２ｂから左右方向に向かって傾斜角度αの傾斜面２
ａがそれぞれ形成されており、各傾斜面２ａ上に複数（本実施形態においては４つ）の保
持部３が取り付けられている。
【００２１】
　保持部３は、本体部２に対してブロック状に突出成形（正面側に膨出して成形）された
樹脂成形部から成り、図１１、１２に示すように、ポンプチューブＣの両端に形成された
コネクタＤをそれぞれ嵌合して所定高さで固定可能な保持溝３ａを有している。すなわち
、保持溝３ａにコネクタＤを嵌合して固定することにより、図１１～１３に示すように、
ポンプチューブＣが保持部３に保持されるようになっている。また、保持部３は、図９に
示すように、所定の部位に係止孔３ｂ（被係止部）が形成されており、血液浄化装置Ｂが
具備する係止部材Ａにて係止可能とされている。
【００２２】
　ポンプチューブＣは、比較的大きな径の流路を有する軟質樹脂又はゴム材等で形成され
たもので、一端及び他端にコネクタＤがそれぞれ形成されている。そして、ポンプチュー
ブＣがしごき型ポンプＰのステータＳ内に取り付けられた後、ロータＲを回転駆動させる
と、ローラＲａにて長手方向に扱かれ、補液や排液等の液体を送液し得るようになってい
る。
【００２３】
　しかるに、本実施形態に係る保持部３は、図９、１０、１３に示すように、傾斜面２ａ
上に取り付けられているため、ポンプチューブＣが本体部２の底面（所定位置Ｂａに対す
る取り付け面）に対して所定角度α傾斜（傾斜面２ａに沿って傾斜）して延設されるよう
になっている。すなわち、本実施形態に係る保持部３は、ポンプチューブＣのコネクタＤ
を傾斜した状態で保持しており、しごき型ポンプＰに対するポンプチューブＣの取付方向
（図１３の下方に向かう方向）に向かってポンプチューブＣを傾斜させつつ保持するよう
構成されている。
【００２４】
　さらに、本実施形態に係る本体部２は、その中央部２ｂにポンプチューブＣのコネクタ
Ｄに接続された液体の流路を構成するチューブｒが配設されるよう構成されている。すな
わち、本実施形態に係る本体部２の中央部２ｂは、背面側に開口した凹形状とされており
、その凹形状に沿ってポンプチューブＣのコネクタＤに接続されたチューブｒが配設され
るよう構成されている。
【００２５】
　本実施形態に適用される血液浄化装置Ｂは、図１～３に示すように、血液浄化治療に関
わる情報等が表示可能なモニタＭと、血液ポンプＮ等を有する血液透析治療の監視装置か
ら成り、血液ポンプＮを駆動させることにより血液回路にて患者の血液を体外循環させつ
つ血液浄化器（ダイアライザ）にて血液浄化治療を行うよう構成されている。本実施形態
に係る血液浄化装置Ｂは、正面側に複数（本実施形態においては７個）のしごき型ポンプ
Ｐを具備しており、血液浄化治療時に補液や排液を送液し得るようになっている。
【００２６】
　しごき型ポンプＰは、ポンプチューブＣを一定方向に扱いて液体を送液し得るもので、
図３～６に示すように、取付凹部Ｓａを有するステータＳと、取付凹部Ｓａ内に配設され
て回転軸Ｌを中心に回転可能なロータＲと、ロータＲに取り付けられたローラＲａとを有
して構成されている。そして、ステータＳの取付凹部Ｓａ内にポンプチューブＣを取り付
けてロータＲを回転駆動させると、取付凹部Ｓａの壁面とローラＲａとの間でポンプチュ
ーブＣが扱かれて送液可能とされている。
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【００２７】
　また、ロータＲは、ステータＳから突出形成された上下一対の上ガイドピンａ１及び下
ガイドピンａ２、並びに上下一対の上ガイドピンｂ１及び下ガイドピンｂ２を有しており
、上ガイドピンａ１及び下ガイドピンａ２の間、及び上ガイドピンｂ１及び下ガイドピン
ｂ２の間にポンプチューブＣが取り付けられるようになっている。なお、上ガイドピンａ
１、ｂ１は、取付凹部Ｓａの開口側に位置するとともに、下ガイドピンａ２、ｂ２は、取
付凹部Ｓａの底面側に位置しており、取付凹部Ｓａ内に取り付けられたポンプチューブＣ
が所定位置（ローラＲａにてしごかれ得る位置）から外れてしまうのを抑制している。
【００２８】
　本実施形態に係る血液浄化装置Ｂは、しごき型ポンプＰが配設された正面側の所定位置
Ｂａに取付部材１が取り付け可能とされている。具体的には、本実施形態に係る血液浄化
装置Ｂは、図４に示すように、位置決めピンｇが形成されており、その位置決めピンｇを
取付部材１の本体部２に形成された位置決め孔ｈに挿通させることにより、血液浄化装置
Ｂの所定位置Ｂａに取付部材１を位置決め可能とされている。
【００２９】
　さらに、本実施形態に係る血液浄化装置Ｂの所定位置Ｂａには、図２に示すように、複
数の係止部材Ａが取り付けられているとともに、保持部３は、既述のように、係止部材Ａ
に係止可能な係止孔３ｂ（被係止部）を有している。かかる係止部材Ａは、図１５、１６
に示すように、その突端部の一方側に係止爪Ａａ及び他方側に押圧部Ａｂがそれぞれ形成
されており、係止爪Ａａを係止孔３ｂの開口縁部に係止（図１５（ａ）参照）させること
により取付部材１が係止部材Ａに係止されて所定位置Ｂａに取り付けられるようになって
いる。
【００３０】
　しかるに、取付部材１が位置決めピンｇにて位置決めされつつ係止孔３ｂ（被係止部）
が係止部材Ａの係止爪Ａａにて係止（図１５（ａ）参照）されると、図５（ａ）に示すよ
うに、保持部３で保持されたポンプチューブＣは、その基端部Ｃａ及び先端部Ｃｂが各し
ごき型ポンプＰにおける上ガイドピンａ１、ｂ１より上部に位置することとなる。このと
き、各しごき型ポンプＰのロータＲは、所定位置（図２～４参照）にて停止状態とされて
いる。かかる係止状態から係止部材Ａを所定位置Ｂａに対して引っ込む方向（取付部材１
を所定位置Ｂａに近接させる方向）に移動すると、図５（ｂ）に示すように、ポンプチュ
ーブＣの基端部Ｃａが上ガイドピンｂ１と下ガイドピンｂ２の間に位置するとともに、当
該ポンプチューブＣの先端部Ｃｂが上ガイドピンａ１の上部に位置することとなる。
【００３１】
　そして、この状態からロータＲを回転駆動させると、図５（ｃ）に示すように、ポンプ
チューブＣの基端部Ｃａが上ガイドピンｂ１と下ガイドピンｂ２の間に位置しつつ、ポン
プチューブＣの先端部Ｃｂが上ガイドピンｂ１に干渉して巻き込まれ、上ガイドピンａ１
と下ガイドピンａ２の間に位置することとなり、ポンプチューブＣがしごき型ポンプＰに
対してセット状態となる。なお、このように、上ガイドピンａ１と下ガイドピンａ２の間
にポンプチューブＣが巻き込まれてセット状態とする取り付け作業をローディングともい
う。
【００３２】
　一方、図６（ａ）に示すように、ポンプチューブＣがしごき型ポンプＰにセットされた
状態において、係止孔３ｂ（被係止部）が係止部材Ａに係止した状態で当該係止部Ａが突
出する方向（取付部材１を所定位置Ｂａから持ち上げる方向）に移動させると、係止部材
Ａの押圧部Ａｂが係止孔３ｂの開口縁部を押圧（図１５（ｂ）参照）し、ポンプチューブ
Ｃが取付凹部Ｓａから持ち上げられることとなる。このとき、各しごき型ポンプＰのロー
タＲは、ポンプチューブのローディング時と同じ所定位置（図２～４参照）にて停止状態
とされており、図６（ｂ）に示すように、ポンプチューブＣの先端部Ｃｂが上ガイドピン
ｂ１と下ガイドピンｂ２の間に位置するとともに、当該ポンプチューブＣの基端部Ｃａが
上ガイドピンｂ１の上部に位置することとなる。
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【００３３】
　そして、この状態からロータＲを回転駆動させると、図６（ｃ）に示すように、ポンプ
チューブＣの基端部Ｃａが上ガイドピンａ１の上部に位置しつつ、ポンプチューブＣの先
端部Ｃｂが上ガイドピンｂ１に干渉して押し出され、上ガイドピンｂ１の上部に位置する
こととなり、しごき型ポンプＰに対するポンプチューブＣのセット状態が解除され、ポン
プチューブＣが取り外し可能とされる。なお、このように、上ガイドピンａ１と下ガイド
ピンａ２の間からポンプチューブＣが押し出されてセット状態を解除する取り外し作業を
アンローディングともいう。
【００３４】
　ここで、本実施形態に係る取付部材１の保持部３は、本体部２に対して変位可能とされ
ており、しごき型ポンプＰに対するポンプチューブＣの取り付け時又は取り外し時に負荷
が生じた場合、その負荷を逃がす方向に保持部３が揺動して本体部２に対して変位し得る
よう構成されている。すなわち、保持部３は、折り曲げ部Ｋを中心軸として本体部２に対
して揺動可能とされており、ポンプチューブＣに負荷が生じた場合、保持部３が本体部２
に対して引っ張られる方向に揺動することにより、その負荷を逃がすようになっている。
【００３５】
　例えば、しごき型ポンプＰにポンプチューブＣを取り付ける際、しごき型ポンプＰに対
してポンプチューブＣをローディングする過程においてポンプチューブＣに負荷が生じる
と、図１６に示すように、折り曲げ部Ｋを中心として保持部３が揺動することにより、負
荷を逃がすことができる。なお、保持部３に形成された係止孔３ｂに係止部材Ａを挿通さ
せる過程において、係止部材Ａに係止孔３ｂの開口縁部が干渉して負荷が付与された場合
であっても、同図に示すように、折り曲げ部Ｋを中心として保持部３が揺動することによ
り、負荷を逃がすことができる。
【００３６】
　また、しごき型ポンプＰからポンプチューブＣを取り外す際、しごき型ポンプＰに対し
てポンプチューブＣをアンローディングする過程においてポンプチューブＣに負荷が生じ
ると、図１６に示すように、折り曲げ部Ｋを中心として保持部３が揺動することにより、
負荷を逃がすことができる。なお、血液浄化治療中、しごき型ポンプＰのロータＲ等にポ
ンプチューブＣが干渉して負荷が生じた場合においても、同図に示すように、折り曲げ部
Ｋを中心として保持部３が揺動することにより、負荷を逃がすことができる。
【００３７】
　取付部材１が血液浄化装置Ｂの所定位置に係止され、ポンプチューブＣが複数のしごき
型ポンプＰにそれぞれローディングされると、図１７に示すように、血液浄化治療のため
の治療装置が構築される。かかる治療装置は、ダイアライザＱを有する血液回路Ｕと、ダ
イアライザＱに透析液を導入する第１透析液導入ラインＬ１ａ及び第２透析液導入ライン
Ｌ１ｂと、血液回路Ｕに補液を供給する第１補液ラインＬ２ａ、第２補液ラインＬ２ｂ、
前補液ラインＬ２ｃ及び後補液ラインＬ２ｄと、ダイアライザＱの排液を排出する第１排
液排出ラインＬ３ａ及び第２排液排出ラインＬ３ｂとを有して構成されている。
【００３８】
　血液回路Ｕは、動脈側血液回路Ｕａ及び静脈側血液回路Ｕｂを有して構成されており、
これら動脈側血液回路Ｕａ及び静脈側血液回路Ｕｂの先端を患者に穿刺して血液ポンプＮ
を駆動させることにより、患者の血液を体外循環可能とするものである。また、ダイアラ
イザＱは、その筐体部に、血液導入ポートＱａ、血液導出ポートＱｂ、透析液導入ポート
Ｑｃ及び透析液導出ポートＱｄが突出形成されており、このうち血液導入ポートＱａには
動脈側血液回路Ｕａが、血液導出ポートＱｂには静脈側血液回路Ｕｂがそれぞれ接続され
るとともに、透析液導入ポートＱｃには第２透析液導入ラインＬ１ｂが、透析液導出ポー
ト２ｄには第１排液排出ラインＬ３ａがそれぞれ接続されるようになっている。
【００３９】
　第１透析液導入ラインＬ１ａは、透析液を収容する透析液収容バッグＷ１に接続される
とともに、小分けチャンバＴを介して第２透析液導入ラインＬ１ｂと接続されている。そ
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して、第１透析液導入ラインＬ１ａ及び第２透析液導入ラインＬ１ｂに配設されたしごき
型ポンプＰを駆動させると、透析液収容バッグＷ１内の透析液が小分けチャンバＴにて小
分けされた後、ダイアライザＱに導入されるようになっている。
【００４０】
　第１補液ラインＬ２ａは、補液を収容する補液収容バッグＷ２に接続されるとともに、
小分けチャンバＴを介して第２補液ラインＬ２ｂと接続されている。かかる第２補液ライ
ンＬ２ｂは、動脈側血液回路Ｕａに接続された前補液ラインＬ２ｃ及び静脈側血液回路Ｕ
ｂに接続された後補液ラインＬ２ｄを介して血液回路Ｕと接続されている。なお、後補液
ラインＬ２ｄには、逆止弁Ｖ１が接続されている。そして、第１補液ラインＬ２ａ及び第
２補液ラインＬ２ｂに配設されたしごき型ポンプＰを駆動させると、補液収容バッグＷ２
内の補液が小分けチャンバＴにて小分けされた後、前補液ラインＬ２ｃに配設されたしご
き型ポンプＰの駆動状態に応じて、動脈側血液回路Ｕａ又は静脈側血液回路Ｕｂに導入さ
れるようになっている。
【００４１】
　第１排液排出ラインＬ３ａは、ダイアライザＱに接続されるとともに、小分けチャンバ
Ｔを介して第２排液排出ラインＬ３ｂと接続されている。かかる第２排液排出ラインＬ３
ｂは、排液を装置の外部に排出可能とされている。そして、第１排液排出ラインＬ３ａ及
び第２排液排出ラインＬ３ｂに配設されたしごき型ポンプＰを駆動させると、ダイアライ
ザＱ内の排液が小分けチャンバＴにて小分けされた後、装置の外部に排出可能とされてい
る。
【００４２】
　このように、取付部材１のポンプチューブＣには、血液回路Ｕに補液を導入する流路（
第１補液導入ラインＬ２ａ、第２補液導入ラインＬ２ｂ及び前補液ラインＬ２ｃ）と、血
液回路Ｕに接続されたダイアライザＱ（血液浄化器）に透析液を導入する流路（第１透析
液導入ラインＬ１ａ及び第２透析液導入ラインＬ１ｂ）と、当該ダイアライザＱ（血液浄
化器）の排液を排出する流路（第１排液排出ラインＬ３ａ及び第２排液排出ラインＬ３ｂ
）がそれぞれ接続されている。なお、後補液ラインＬ２ｄに取付部材１のポンプチューブ
Ｃを接続させるようにしてもよい。
【００４３】
　また、本実施形態においては、血液ポンプＮには、取付部材１のポンプチューブＣが取
り付けられていないが、かかる血液ポンプＮに取付部材１のポンプチューブＣをローディ
ングして取り付けるようにしてもよい。この場合、取付部材１のポンプチューブＣに血液
回路Ｕが接続されることとなる。すなわち、本発明に係る取付部材１のポンプチューブＣ
にローディング可能なものとして、血液を体外循環させる血液回路Ｕ、血液回路Ｕに補液
を導入する流路（第１透析液導入ラインＬ１ａ及び第２透析液導入ラインＬ１ｂ）、血液
回路Ｕに接続されたダイアライザＱ（血液浄化器）に透析液を導入する流路（第１補液ラ
インＬ２ａ、第２補液ラインＬ２ｂ、前補液ラインＬ２ｃ（若しくは後補液ラインＬ２ｄ
））、又はダイアライザＱ（血液浄化器）の排液を排出する流路（第１排液排出ラインＬ
３ａ及び第２排液排出ラインＬ３ｂ）から成る血液浄化用回路が挙げられる。
【００４４】
　上記実施形態によれば、血液浄化装置Ｂの所定位置Ｂａに取り付け可能な本体部２と、
本体部２に取り付けられ、ポンプチューブＣを保持する保持部３とを具備するとともに、
保持部３は、しごき型ポンプＰに対するポンプチューブＰの取付方向に向かってポンプチ
ューブＣを傾斜させつつ保持したので、ポンプチューブＣの変形に関わらずポンプチュー
ブＣのしごき型ポンプに対する取り付け作業や取り外し作業を円滑に行わせることができ
る。ここで、しごき型ポンプＰに対するポンプチューブＰの取付方向は、具体的には、し
ごき型ポンプＰにおけるステータＳの底面に向かう方向を指す。
【００４５】
　すなわち、取付部材の製造過程や運搬過程等において、ポンプチューブＣが変形して折
れ曲がった状態となってしまい、しごき型ポンプＰに対する取付方向とは逆向きに曲がっ
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た状態となってしまった場合であっても、本体部２を血液浄化装置Ｂに取り付けた際、そ
の逆向きの曲がった角度がポンプチューブＣの傾斜角度によって相殺又は吸収され、ポン
プチューブＰの取付方向（ステータＳの底面に向かう方向）に常に指向した状態が維持さ
れるので、ポンプチューブＣのしごき型ポンプＰに対する取り付け作業や取り外し作業を
円滑に行わせることができるのである。
【００４６】
　また、本実施形態に係る保持部３は、ポンプチューブＣのコネクタＤを傾斜した状態で
保持したので、ポンプチューブＣを確実に傾斜させつつ保持させることができる。さらに
、本実施形態に係る保持部３は、ポンプチューブＣのしごき型ポンプＰに対する取り付け
時又は取り外し時に生じる負荷によって変位（揺動）可能とされるので、しごき型ポンプ
Ｐに対するポンプチューブＣの取り付け作業又は取り外し作業をより一層安定して行わせ
ることができる。なお、本実施形態に係る保持部３は、ポンプチューブＣのしごき型ポン
プＰに対する取り付け時又は取り外し時に生じる負荷によって揺動可能とされているが、
揺動に代えて他の移動形態（摺動や伸縮等）であってもよい。
【００４７】
　また、本実施形態に係る保持部３は、血液浄化装置Ｂが具備する係止部材Ａに係止可能
な係止孔３ｂ（被係止部）を有し、係止孔３ｂを係止部材Ａに係止させることによりポン
プチューブＣをしごき型ポンプＰに取り付け可能とされるとともに、係止孔３ｂが係止部
材Ａに係止した状態で当該係止部材Ａを移動させることによりポンプチューブＣをしごき
型ポンプＰから取り外し可能とされるので、しごき型ポンプＰに対するポンプチューブＣ
の取り付け作業又は取り外し作業の自動化を容易に図ることができる。
【００４８】
　加えて、本実施形態に係る保持部３は、本体部２に対して揺動して変位可能とされたの
で、ポンプチューブＣの取り付け時又は取り外し時に生じる負荷を本体部２に対する保持
部３の揺動によって逃がすことができる。またさらに、本実施形態に係る保持部３は、本
体部２から折り曲げられた一体部位から成り、当該折り曲げ部Ｋを軸として揺動可能とさ
れたので、本体部２及び保持部３を一体的に形成して保持部３を折り曲げることにより取
付部材１を得ることができ、取付部材１を容易に製造することができる。
【００４９】
　以上、本実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されず、例えば血液浄化装
置Ｂに配設されたしごき型ポンプＰが７個以外の複数、或いは単数配設され、ポンプチュ
ーブＣが当該しごき型ポンプＰの個数に対応する数だけ保持部３に保持されたものであっ
てもよい。また、本実施形態に係る取付部材１は、血液浄化装置Ｂが具備する係止部材Ａ
にて係止され、当該係止部材Ａが突出方向に移動することによりポンプチューブＣをしご
き型ポンプＰに対してアンローディングしているが、係止部材Ａをアクチュエータで移動
させるもの、或いは手動で移動させるもの等であってもよい。
【００５０】
　またさらに、本実施形態に係る保持部３は、本体部２から折り曲げられた一体部位から
成り、当該折り曲げ部Ｋを軸として揺動可能とされているが、本体部２の上部に保持部３
が一体的に成形されて揺動（変位）しないものとしてもよい。この場合であっても、保持
部３が、しごき型ポンプＰに対するポンプチューブＰの取付方向に向かってポンプチュー
ブＣを傾斜させつつ保持するようにすれば、ポンプチューブＣの変形に関わらずポンプチ
ューブＣのしごき型ポンプに対する取り付け作業や取り外し作業を円滑に行わせることが
できる。なお、位置決めピンｇ及び位置決め孔ｈの位置は他の任意位置であってもよく、
或いは、位置決めピンｇを有さない血液浄化装置Ｂに適用し、位置決め孔ｈを具備しない
取付部材１であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　血液浄化装置の所定位置に取り付け可能な本体部と、本体部に取り付けられ、ポンプチ
ューブを保持する保持部とを具備するとともに、保持部は、しごき型ポンプに対するポン



(10) JP 6770055 B2 2020.10.14

10

20

30

プチューブの取付方向に向かってポンプチューブを傾斜させつつ保持した取付部材であれ
ば、他の機能が付加されたもの等であってもよい。
【符号の説明】
【００５２】
１　取付部材
２　本体部
２ａ　傾斜面
２ｂ　中央部
３　保持部
３ａ　保持溝
３ｂ　係止孔（被係止部）
Ｋ　折り曲げ部（揺動軸）
Ａ　係止部材
Ａａ　係止爪
Ａｂ　押圧部
Ｂ　血液浄化装置（監視装置）
Ｂａ　所定位置
Ｃ　ポンプチューブ
Ｄ　コネクタ
Ｍ　モニタ
Ｐ　しごき型ポンプ
Ｓ　ステータ
Ｓａ　取付凹部
Ｒ　ロータ
Ｒａ　ローラ
ａ１、ｂ１　上ガイドピン
ａ２、ｂ２　下ガイドピン
Ｌ　回転軸
ｇ　位置決めピン
ｈ　位置決め孔
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【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１６】

【図１７】
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